





































る中国』 （鈴木かおり 他と共訳、宋強・張蔵蔵 他 著、日本経済新聞社、1996年）、『それで











とてもきれいですが︑当時の苦労は大変なものでした。最初のころは機械もなかったの ︑全部︑鎌で収穫していました。広大な土地だから︑田畑のこちら側から朝から刈り入れを始めて向こうに着いたときには︑日が暮れていました。その め︑帰りには腰をまっすぐにすることができなくなりまし 。 から 夜宿舎に戻っても︑腰を曲げたままの格好で食事をし そういうこと させられ いたのです。
そのなかで︑自分は詩人になりたい︑詩を書こうと思っていまし






岸壁を力強くけると︑その反動で向こうまで滑 ていけそうな感じでした。もちろんそんなこ はできません 文革中 すから︑ ん ことしたら︑まず銃殺されてしまいます。国境の川のど真ん中にまる見えない壁がそびえたっていたような状況で かし︑人間は




























































ローマ字がついた で︑それ りに読め 文革中の本ですから︑革命的な言葉が一杯 て す。 ﹁赤旗﹂と う単語 例にでてきて︑漢字を見ると︑中国では ﹁紅旗﹂ですが︑ ﹁
akahata ﹂とローマ

















































































































かった。あの寮の人たちはものすごく勉強している︑徹夜で教科書を読んでいるともっぱら 噂でした。それで読み終わった本を先生に返して︑また新しい本を借りてきました。松本清張の ﹃点と線﹄ ﹃黒い画集﹄ とか。そう うなかで勉強してきました。日本語学習の誤算
日本語を勉強する︑もう一つの大きな動機がありまし
た。詩を書けるのは若いころの特権で︑やがては書けなくなるだろうと思いますが︑詩を書くテクニック 年齢とともに円熟してくるわけで 。そうすると︑外国語を勉強すれば︑詩を翻訳でき ではないかと最初に思ってました。
実際に日本語を勉強して︑私が非常に好きな詩集は島











































ません。当時︑日本語を学ぶことを通し 得た情報などを発信することも難しかった。せっかく改革・開放時代になって︑いろいろ日本の研究などができるようになったとしても︑外国文学 動きを報道するのも︑当時︑中国では内部刊行物に ぎって たため公に発表することができませんで た しかし︑こ
うした環境の中でもめげずに自
分なりにいろいろ やって ました。たとえば︑ ﹃君 名は﹄ 翻訳しました。最初雑誌に掲載されたもので︑ものすごく売れまし 。数回も増刷 て七
十五万部くらい増刷したそうですが︑出版社が五十万






























そろ一段落します。これからは︑ソフトの 代です。二○○四年ころから中国で講演するとき強調しているのですが︑私たち中国人はもう一度︑日本に学ぼうというスローガンを大きく叫ぶべきだと私 主張しています。ただ今度はハード的なものよりも︑ソフト的なもの 念頭に置いています。日本の進んだ ろ︑たとえば︑環境汚染に対するいろいろの退治措置とか環境を保護する方法︑社会システム たと
日本は周りを海に囲まれた海洋
国家、中国は狩猟民族の打ち立
てた牧畜国家。日本語の魚や魚
卵の名前の豊富さが独特である
一方、中国語の牛、馬、羊など
の家畜の部位の多さは、日本人
の想像以上です。
本書は、中国語を母国語とする
著者が、日本人も知らない日本
語を駆使して、言語の奥行き、
広さの面白さを縦横無尽に語っ
た一冊です。
図11　『鯛と羊―日本と中国、食から見る文化の醍醐味』
（海竜社）
図12　左：『21世紀の大国　中国を読む「新語」』
（NHK出版）、右：朝日新聞出の連載コラムをまとめた
『日中「アジア・トップ」への条件』（朝日新書）
